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「書きたくなる」は何によって支えられるか

松本博雄（香川大学）

キーワード：幼児，リテラシー，子どもの声

問題と目的

たとえば小学校入学後の音読・書字指導や，そ

れに対する保護者や保育者のイメージに典型的に

表れているように，日本における初期リテラシー

指導は，正しく文字を読む・書く点に焦点化され

る傾向がある。これに対し，子どもの「声」

Children’s voices を

引き出し，言葉で自分の思いや考えを表現する基

盤を形成するための初期リテラシーという観点か

ら，幼児期の「書く（描く）」表現のあり方とそれ

を支える条件を検討する。具体的には，日常の保

育実践の中に埋め込むかたちで「手紙」のやりと

りを展開するアクションリサーチ（以下「ぶんつ

う」）を試みる。

方 法

調査対象者

公立Ｈ幼稚園／Ｐ幼稚園 − 歳クラス児計

名（Ｈ園 歳児 名／ 歳児 名／Ｐ園 歳児

名／ 歳児 名）

手続き

幼稚園教諭免許の取得を目指している大学

年生 名が研究協力者として参加した。大学生

はそれぞれ， 名あたり対象児 人とペアリン

グされ，自由遊びの時間帯に幼稚園に一定の回数

訪問（ 回あたり 時間程度／原則 回）し，ペ

アリングされた対象児を中心に「一緒に遊んで仲

良くなる」ことが求められた。遊びへの入り方は，

対象児の遊びを特定の方向に引っ張るのではなく，

子どもの思いに沿った遊びにしぜんに加わるよう

なかたちを基本とした。

毎回の訪問時もしくは訪問後すぐに，協力者は

ペアの対象児に向け，基本的に訪問時の遊びや会

話に関わる内容で手紙を書くことが求められた。

手紙のねらいは「ペアの子どもが返事を書きたく

なること」として教示され，対象児の多様な表現

を返信として引き出す内容の工夫が協力者それぞ

れに委ねられた。対象児は自由遊びの中で，「手紙

ごっこ」の一環として返信を書くことができ，そ

のための環境（ハガキやポスト等を設置した手紙

コーナー）が保育室内に準備されたが，返事を書

くための特別の時間は設定しなかった。対象児か

ら返信が送られた場合，協力者は原則返信を続け

ることで，手紙を介して子どもの声を継続的に引

き出すことが期待された。

研究実施ならびに資料の活用にあたっては，対

象児の保護者および園の教職員，研究協力者に文

書による説明を実施し，了解を得た。

結果と考察

協力者との手紙のやりとりに参加し，自らも手

紙を書いた対象児は 名 ，手紙を書いた

回数は一人平均 回であった（ペア学生以外

に書いた手紙も含む）。また実際には手紙を書かな

かったケースの中にも，自らに宛てられた手紙を

初めて受け取った経験がとても嬉しく，それまで

はめったに足を運ばなかった保育室内の手紙コー

ナーに自ら向かい，ハガキを手にしたり戻したり

を繰り返すといった例が観察された。個々の手紙

に関わるエピソードおよび内容の分析から主に示

唆されたのは以下 点である。

学生との「ぶんつう」は書くことや言葉に対

する多くの対象児の構えを変化させ，ふだんは手

紙や文字に関心が薄かった子どもに対しても「伝

え合う」ことへの興味を引き出した。

幼稚園での友だちや保育者との日常の遊びを

土台に，書き表現へと巻き込まれる対象児が数多

く見られた。特に 歳児は「手紙を書いての返事」

にすぐ進むのではなく，お手紙ごっこで目の前の

友だちや学生と絵等をやりとりする，手紙を配る

役割に夢中になる，絵や文字を書くことを学生に

頼む，それを見て楽しむ等，多様な姿が観察され

た。その過程で他者の姿に刺激され，その後自分

なりに手紙を書き始めたケースも多かった。

子ども間の共同活動，かつ書き始めの段階に

おいて，「おてがみありがとう」「だいすき」「また

あそぼうね」等の定型表現が対象児の書き言葉に

比較的多く見られた。これらの定型表現は，個々

の多様な思いや考えを言葉で表現する力が発達す

るうえでの基盤となっている可能性がある。

引用文献

Hearing young children’s 

付 記

科研費基盤Ｃ ・香川大学教育学部・附

属学校園研究プロジェクト の助成を受けた。

P170 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

社会情動的スキルや 世紀型スキルを育成する
カリキュラムの開発と実践

―実践効果の学級間比較に基づくカリキュラムの改訂―

○松永健一郎（大垣市立上石津中学校） 吉澤寛之（岐阜大学）

キーワード：社会情動的スキル， 世紀型スキル，学校カリキュラム

の台頭により，今までの生活や教育の在り方

が一変する時代となることが予想される 世紀

においては，社会情動的スキル（非認知スキル）

の向上が，記憶力や学力， などの賢さに関する

認知スキルよりも社会的成功に結びつきやすいと

言われている 。

松永・吉澤 は，ある市内の小学校児童

を対象としたアンケート調査の結果から，社会情

動的スキルと 世紀型スキルが顕著に高い学校

を明らかにし，その学校カリキュラムを分析した。

その結果，教科の学習において，児童の主体性を

大切にした「協働的学び合い」を中核に据え，「自

己調整学習 」と「探求的会話

を支えるグラウンド・ルール

」に対応した指導が行われている

ことを踏まえ，新たな学校カリキュラムを考案し

ている。

は，認知能力は

歳までに完成するが，非認知能力は後年（ 代後

半）でも向上できるとしている。また遠藤

は，教科以外の教育的な環境が，社会情動的コン

ピテンス及びアウトカムに大きく関わると述べて

いる。これらのことから，部活動など教科以外の

活動の幅が大きく広がるのは中学校であることを

考慮し，松永・吉澤 で考案されたカリキ

ュラムを中学校で実践し，効果を学級間で比較す

る。

方 法

実践・分析対象者

岐阜県内 中学校 学級の生徒 名（ 年生

名； 年生 名； 年生 名）を対象に

年 月に事前調査， 名（ 年生 名； 年生

名； 年生 名）を対象に同年 月に事後調

査を実施した。

効果測定内容

世紀型スキルに相当する授業場面の批判的

学習態度（楠見他 ），友達と会話をするスキ

ル（山口他 ），他者理解スキル（東海林他

），貢献度・所属感・信頼感（髙坂 ）の

尺度，非認知能力に相当する集団場面で自分を

おさえるスキル（山口他 ），行動の積極性・

能力の社会的位置づけ（赤松他 ），視点取得

と共感的関心（長谷川他 ），根気・一貫性（西

川他 ）の 尺度を実施した。

実践内容

事前調査では，集団場面で自分をおさえるスキ

ルと視点取得の低さが確認されたため，カリキュ

ラムに調整を加え，以下の実践を行った。

職員への研修 背景理論の周知と予備調査

結果の伝達， 教科の単元指導計画・道徳・特別

活動・使用プリントの例の提示を実施した。

研究推進委員会との協働 令和元年度の道

徳の研究発表会に向けた研究の柱への理論の組み

込み， 若手研修を実施した。

特別活動指導部との協働 保護者や地域住

民への背景理論の啓発， 夏休みの課題への本カ

リキュラムの適用を行った。

結果と考察

学級要因と時期要因を独立変数，上記の各尺度

を従属変数とする二要因の分散分析を行った。他

者理解スキルでは，交互作用が有意であり

， 年 組が有意に上

昇した。また，集団場面で自分をおさえるスキル

では，交互作用が有意であり

， 年 組が有意に上昇した。

その後， 月の結果が有意に上昇した原因につ

いて，学級担任に構造化面接を行った結果，リー

ダーを中心とした学級経営や，リーダー指導が行

われていることが明らかとなった。そのため，こ

れらの観点を踏まえ改訂したカリキュラムが新た

に考案された（ ）。今後は，本カリキュラ

ムを実施し，その効果検証が求められる。

本結果を踏まえた改訂版学校カリキュラム

社会情動的スキルを伸ばすためのカリキュラム

①準備をする

③仲間と結果を見つめる ②がんばる自分と仲間を見つめる

○単位時間、単元、年間計画の目標を
立てる。
○目標を突破するための方略を仲間と
ともに考える。

○目標の達成状況を確認する。
○成果・課題の確認、及び、その原因を自
分と仲間との関わりの中で考える。
○学んだことが他で活かせる場面を考える。
○努力を認め合い、伝える。

○目標に対する姿を自己モニタリングする。
○今進めていることの意味を確認する。
○よりうまく進められる方法、うまくいか
ないときの対処法を仲間と共に考える。
○方略や努力を認め合い、励まし合う。

教科の学習

特別の教科道徳

体育大会

学級経営

総合的な学習

合唱祭

家庭学習

スポーツ
部活動

特別活動

リーダー指導
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